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;｢地震地質学は社会に

姜どのように貢献できるカ､

を開催して

9月10胃(月曜日),石垣記念ホｰル(三会堂ビル9階)

において,筑波移転後東京で初めての当所研究講演会

が,日本産業技術振興協会との共催によって開催さた.

今回の講演主題に｢地震地質学｣を選んだが,今年は

奇しくも美濃尾張(濃尾)の大地震(1891年(明治24年)10

月28日,元老7,200名)に対して本格的た地震災害調査(巨

智部忠承:元所長)を実施してから百年目の記念すべき年

に当る.濃尾地震を契機として設立された震災予防調査

会に,地質調査所は積極的に参画し,数多くの地震災害

調査を行ってきた.とくに,関東大震災直後に当所職員

が中心とたって作成した｢東京および横浜地質調査報

告｣は,都市地盤図のモデルとして,今たお高く評価さ

れている.

昭和41年度から,当所における地震調査(1978年伊豆

大島近海地震,1983年日本海中部地震など)および予知の研

究は,国の｢地震予知の研究計画｣の一翼を担って来

た.そして,現在では地震3課20名の専従スタッフが地

震予知の研究を進めている.その中で,｢50万分の1活

構造図｣や観測強化地域のr5万分の1地質図｣を作成

してきた､さらに,地震地質の研究グルｰプだけではカ

バｰできない全国特定観測地域については,45名以上の

地質家が参加する｢特定地質図幅｣の研究グルｰプがバ

ックアップしている.この様に｢地震予知技術の研究｣

は,当所最大の研究プロジェクトに発展している.また,

ロマプリｰタ地震以来の被害地震の頻発は,地震予知研

究についての社会的期待が一段と高くたっている.この

ような背景のもとに行われた本講演会に多くの方々の参

加を頂いた事に,地質研究所の責任の重さを改めて痛感

さ喧られた.

定刻午後1時には満席どたり,津企画室長の司会で講

演会が開始され,まず主催者を代表して,財団法人目本

産業技術振興協会の関根常務理事および地質調査所石原

所長が(写真1)開会の挨拶を行った.

最初の特別講演は,財団法人原子力工学試験センタｰ

顧間の垣見氏(元地質調査所長)によるr地震地質学によ

る地震評価法一固有地震モデル｣で,構造物の安全性確

保のための建築地盤評価の詳しい解説がされた.そし

て,地震地質学の研究で解明してきた中一長期的な固有

地震再来周期説と現実の土木･建築工事施工基準との問

のギャップは大きく,このギャップを科学的に埋める必

要性が強調された.次に衣笠地震地質課長が,今回の主

題であるr地質調査所における地震地質学｣を講演する

予定であったが,フィリピン地震の緊急調査報告に変更

された.3番目に古地震の研究で活躍する寒川主任研究

官の｢な畦台地震を研究するのか｣の講演があった.歴

史資料と地下に残された古地震記録を対比させ,さらに

歴史資料の不傭を自然記録から補うという地道た調査結

果は,歴史的興味に加えて,中期的な地震予知の研究に

貢献するものと盛んだ拍手を受けた.

休憩後は,長谷川地震物性課長の｢首都圏の基盤構造｣

(本誌8月号参照)についての講演で,予知が難しいとさ

れる直下型地震研究の現状について,長年にわたる調査

結果を基にした解説があった.現段階では,実用的な予

知手法を提起するにはいたってたいが,活断層の分布と

基盤構造との問には一定の関係が認められる迄になって

きたと報告された.次に社団法人全国地質調査業協会連

合会の深田相談役(写真2)による｢地震地質学に期待す

るもの,社会から,業界から｣の特別講演が始められ

た.氏は,1954年に北海道大学助教授から,6人の技術

者集団を率いて応用地質調査業に転身され,1988年には

従業員1,000人を数える業界第一の企業へと成長させて

こられた方である.そして,氏は応用地質調査業に進ま

れた当初から,地学と工学のインタｰフェｰスとしての

r地質工学の創造｣を旗印とされてきた地質家でもあ

る.講演依頼に伺うと,『地震地質学というのは聞慣れな

い用語であるが,それは地震の発生機構や予知の研究を

写真1開会の挨拶をする地質調査所石原所長
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する地震学,耐震設計のための地震工学,また,従来の

構造地質学とどの様た関係にあるのか』と温和た口調で

鋭い質問をされた.この疑問が,講演冒頭でのr地震地

質学という学問領域が果たして存在するのだろうか,新

しい学問や産業領域の確立は,生易しいものではたい』

との見解表明にたったのであろう.そして,地質調査業

の現状分析とその問題点を話された後,自社で作成され

た防災地図の例として,埼玉県のサイスミック･マイク

ロゾｰニング図の数々を示された.氏カミ地震地質学に対

して求められたのは,震災対策業務を進める上での,新

しいパラダイムとしての存在意義があるのか,無いのか

を明確にしたさいという事かと拝察される.そして,地

質調査所での中一長期の地震予知研究は,地質学的には

重要た課題であろうが,それに加えて短期予知に取組む

ことこそが,社会的た要請課題ではないかと指摘され

た.さらに,防災地図は業界で作成できるから,地質調

査所は業界の手薄た分野であるジオフロントやウォｰタ

フロントだと,新しい分野を開拓すべきではたいかと,

事業の進むべき針路を常に洞察されてこられた創業者た

らではの視点が示された1地質調査所百周年記念講演会

以来,久しぶりの講演に示された業界の発展状況と展望

は,聴衆に欠きた感銘を与えた.山崎主任研究官は,

r地震地質学の今後の展望｣と題して,これまで地質調

査所が実施してきた｢サイト｣調査を全国的な｢ネット

ワｰク｣調査に発展させたいと述べた.最後に,小出環

境地質部長が,地震の予知と防災計画(本誌8月号参照)

は,国の防災計画に位置ずげることが肝要であって,独

り善がりにたらたいように,今後の研究を進めて行きた

いと結ばれた.

最後まで熱気に濡れる盛会(写真3)であったことは,

講演者の興味深い講演内容によるもので,講演者各位に

心から御礼中し上げる.たお,講演会の開催には日本地

質学会･地震学会･東京地学協会の後援を受けた.ま

た,会場運営には日本産業技術振興協会と当所総務部関

係者の献身的た協力を受けた事を記して感謝の意を表す

る.

また,会場ロビｰでは,地質調査所の出版する特定観

測地域のr5万分の1地質図幅｣類やr地質ニュｰス｣

の販売コｰナｰが設けられ,研究成果を社会に還元しよ

うとする関係者の積極的た姿勢を見ることができた.

今回の講演会では,会場の都合で参加須げなかった皆

様に深く御託びする.そして社会の要求する課題を十分

に咀曙した上での講演企画でなければ,講演会の目的カミ

達成できたいものと深く反省させられた.

(地質調査所研究発表会運営委員長大1鳴和雄)

写真2講演する全国地質調査業協会連合会の深田相談役

写真3講演会場を埋める聴衆
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